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１

　

雲
の
切
れ
間
か
ら
、
多
数
の
機
影
が
出
現
し
た
。

　

一
組
二
〇
機
前
後
と
思
わ
れ
る
梯て

い

団だ
ん

四
隊
に
分
か
れ
、
北

に
向
か
っ
て
い
る
。

　

高
度
は
、
約
四
〇
〇
〇
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

機
体
形
状
は
辛か

ろ

う
じ
て
分
か
る
程
度
だ
が
、
機
種
名
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

　

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞。

　

開
戦
以
来
、
一
貫
し
て
米
重
爆
部
隊
の
主
力
で
あ
り
続
け

た
四
発
機
で
あ
ろ
う
。

「
艦
長
よ
り
通
信
。
各
方
面
宛
、
打
電
せ
よ
。『
敵
四
発
重

爆
ノ
大
編
隊
見
ユ
。
位
置
、〝
硫い

黄お
う

島と
う

〞
ヨ
リ
ノ
方
位
一
六

五
度
、
二
〇
〇
浬
。
敵
針
路
三
五
五
度
。
機
数
約
八
〇
。
〇マ

ル

七ナ
ナ

二フ
タ

六ロ
ク

』」

　

呂ろ

号
第
一
〇
五
潜
水
艦
長
大お

お

場ば

佐さ

一い
ち

大
尉
は
、
通
信
長
山や

ま

田だ

誉ほ
ま
れ

中
尉
に
命
じ
た
。

　

目
は
、
Ｂ
17
群
の
動
き
を
追
う
。

　

敵
機
か
ら
も
、
こ
ち
ら
の
姿
が
見
え
て
い
る
は
ず
だ
。

　

四
発
重
爆
の
水
平
爆
撃
は
、
艦
船
に
は
滅め

っ

多た

に
命
中
し
な

い
が
、
呂
一
〇
五
の
よ
う
な
小
型
艦
に
と
っ
て
は
、
至
近
弾

で
あ
っ
て
も
致
命
傷
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

敵
機
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
る
素そ

振ぶ

り
を
見
せ
た
ら
、

直た
だ

ち
に
潜
航
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
初
の
梯
団
が
、
呂
一
〇
五
の
後
方
を
通
過
し
て
行
く
。

　

第
二
梯
団
、
第
三
梯
団
が
そ
れ
に
続
く
。

　

呂
一
〇
五
な
ど
、
目
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
動
き
だ
。

　

そ
れ
で
も
大
場
は
、
Ｂ
17
の
動
き
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

　

三
七
名
の
部
下
を
預
か
る
と
共
に
、
硫
黄
島
防
衛
の
重
責

を
担に

な

う
立
場
だ
。
こ
こ
で
沈
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

「
急
速
潜
航
」
を
即
座
に
命
じ
ら
れ
る
よ
う
身み

構が
ま

え
な
が
ら
、

敵
の
動
き
を
注
視
し
続
け
た
。

　

―
幸
い
、
呂
一
〇
五
に
向
か
っ
て
来
る
敵
機
は
な
か
っ

た
。
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「
敵
が
哨

し
ょ
う

戒か
い

艦か
ん

狩
り
を
断
念
し
た
と
い
う
の
は
、
本
当
だ

っ
た
よ
う
だ
な
」

　

最
後
の
梯
団
が
通
過
し
た
と
き
、
大
場
は
、
司
令
塔
に
上

が
っ
て
い
る
三
名
の
見み

張は
り

員い
ん

に
笑
い
か
け
た
。

　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
が
陥か

ん

落ら
く

し
た
直
後
、
日
本
海
軍
は
、
特
設

監
視
艇
に
、
硫
黄
島
南
方
海
上
の
哨
戒
を
担
わ
せ
て
い
た
。

　

遠
洋
漁
業
用
の
底そ

こ

曳び

き
網あ

み

船
や
鰹

か
つ
お

漁
船
、
鮪

ま
ぐ
ろ

漁
船
等
を

乗
組
員
ご
と
徴

ち
ょ
う

用よ
う

し
た
も
の
で
、
総
ト
ン
数
は
一
隻
当
た

り
八
〇
ト
ン
か
ら
一
五
〇
ト
ン
、
乗
員
は
漁
船
の
乗
組
員
と

海
軍
軍
人
が
半
数
ず
つ
の
一
四
名
、
艇
長
は
予
備
中
尉
か
兵

曹
長
が
務
め
る
。

　

兵
装
は
七
・
七
ミ
リ
機
銃
一
丁
と
小
銃
数
丁
。
他
に
、
敵

潜
水
艦
を
発
見
し
た
場
合
に
備
え
、
爆ば

く

雷ら
い

数
発
を
搭
載
す
る
。

　

硫
黄
島
と
サ
イ
パ
ン
島
の
中
間
海
域
に
展
開
し
、
硫
黄
島

に
向
か
う
Ｂ
17
編
隊
を
見
張
る
の
だ
。

　

報
告
を
受
け
た
硫
黄
島
や
、
そ
の
北
に
位
置
す
る
父ち

ち

島じ
ま

の

飛
行
場
か
ら
は
、
零れ

い

戦せ
ん

や
飛ひ

電で
ん

、
月げ

っ

光こ
う

が
発
進
し
、
硫
黄
島

の
手
前
で
Ｂ
17
群
を
迎
撃
す
る
。

　

監
視
艇
は
、
防
御
力
皆か

い

無む

の
小こ

船ぶ
ね

で
あ
り
、
敵
に
襲
わ
れ

た
ら
確
実
に
撃
沈
さ
れ
る
。

　

沈
め
ら
れ
る
ま
で
の
僅わ

ず

か
な
間
に
、
敵
情
を
可
能
な
限
り

正
確
に
把は

握あ
く

し
、
か
つ
少
し
で
も
多
く
の
情
報
を
味
方
に
知

ら
せ
る
こ
と
が
、
軍
民
を
合
わ
せ
た
監
視
艇
の
乗
員
に
課
せ

ら
れ
た
任
務
だ
っ
た
。

　

当
初
米
軍
は
、
監
視
艇
に
は
目
も
く
れ
な
か
っ
た
。

　

硫
黄
島
に
向
か
う
Ｂ
17
の
搭
乗
員
が
、
監
視
艇
に
気
づ
か

な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
が
、
上
空
か
ら
見
れ
ば
、
あ
く
ま
で

た
だ
の
漁
船
だ
。

　

米
兵
は
、
マ
リ
ア
ナ
北
部
の
島
々
に
住
む
現
地
民
の
漁
船

だ
と
で
も
思
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
が
、
米
軍
は
や
が
て
「
漁
船
」
の
正
体
に
気
づ
い
た
の

だ
ろ
う
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞
や
コ
ン
ソ

リ
デ
ー
テ
ッ
ド
Ｐ
Ｂ
Ｙ
〝
カ
タ
リ
ナ
〞
が
特
設
監
視
艇
を
攻

撃
し
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
片か

た

端は
し

か
ら
爆
撃
や
銃
撃
を
浴
び

せ
て
撃
沈
し
た
。

　

こ
の
た
め
海
軍
は
、
特
設
監
視
艇
の
使
用
を
取
り
止
め
、
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潜
水
艦
に
洋
上
見
張
り
を
担
わ
せ
た
。

　

呂
一
〇
五
号
潜
水
艦
も
、
そ
の
一
隻
だ
。

　

離
島
の
防
衛
を
目
的
に
建
造
さ
れ
た
小
型
潜
水
艦
の
一
隻

で
、
全
長
六
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
六
メ
ー
ト
ル
、
水

上
排
水
量
五
二
五
ト
ン
、
水
中
排
水
量
七
八
二
ト
ン
と
、
伊

号
潜
水
艦
の
乙
型
、
丙
型
に
比
べ
、
四
分
の
一
以
下
の
重
量

し
か
持
た
な
い
。

　

一
番
艦
の
呂
号
第
一
〇
〇
潜
水
艦
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
の
は
、

昭
和
一
七
年
九
月
二
三
日
。
蘭ら

ん

印い
ん

を
巡
る
日
米
間
の
緊
張
が

日ひ

増ま

し
に
高
ま
り
、
開
戦
必ひ

っ

至し

と
噂

う
わ
ささ
れ
て
い
た
頃
だ
。

　

以
後
、
一
年
足
ら
ず
の
間
に
一
八
隻
が
竣
工
し
て
い
る
。

　

海
軍
は
、
こ
れ
ら
一
八
隻
の
全
て
を
、
本
土
防
衛
の
最
前

線
で
あ
る
小お

笠が
さ

原わ
ら

諸
島
の
防
衛
に
投
入
し
た
。

　

こ
の
日
―
昭
和
一
八
年
九
月
二
二
日
、
硫
黄
島
の
南
方

海
上
で
は
、
呂
一
〇
五
を
含
め
、
六
隻
が
円え

ん

弧こ

状
に
展
開
し
、

上
空
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。

　

潜
水
艦
の
強
み
は
、
海
中
と
い
う
逃
げ
道
が
あ
る
こ
と
だ
。

　

敵
機
に
発
見
さ
れ
た
ら
、
無
理
な
戦
い
を
避
け
、
急
速
潜

航
を
か
け
る
の
だ
。

　

潜
る
前
に
は
、
硫
黄
島
の
友
軍
に
、「
敵
機
発
見
」
の
一

報
を
送
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　

う
ま
く
す
れ
ば
、
味
方
の
戦
闘
機
が
飛
来
し
、
敵
の
対
潜

機
を
叩
き
墜お

と
し
て
く
れ
る
。

　

事
実
、
洋
上
監
視
任
務
を
小
型
潜
水
艦
に
切
り
替
え
て
か

ら
、
硫
黄
島
の
戦
闘
機
隊
は
、
二
〇
機
以
上
の
カ
タ
リ
ナ
を

撃
墜
し
て
い
る
。

　

Ｂ
17
が
自
ら
小
型
潜
水
艦
へ
の
攻
撃
を
試
み
た
こ
と
は
あ

る
が
、
水
平
爆
撃
の
命
中
率
は
極
め
て
低
い
。

　

し
か
も
Ｂ
17
が
搭
載
し
て
い
る
爆
弾
の
多
く
は
、
着

ち
ゃ
く

発は
つ

信
管
付
き
の
瞬
発
弾
だ
。

　

浮
上
航
行
中
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
一い

っ

旦た
ん

潜
航
し
て
し
ま

え
ば
安
全
だ
。

　

こ
の
た
め
、
潜
水
艦
に
よ
る
洋
上
哨
戒
を
開
始
し
て
以
来
、

喪そ
う

失し
つ

艦
は
一
隻
も
な
い
。

　

米
軍
は
、
哨
戒
艦
に
対
す
る
攻
撃
で
、
思
い
が
け
な
い
損

害
を
受
け
た
こ
と
に
驚
い
た
の
か
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
、



日
本
海
軍
 呂
号
第
1
0
5
潜
水
艦

　
日
本
海
軍
が
離
島
防
衛
を
目
的
に
建
造
し
た
小
型
潜
水
艦
。
こ
れ
ま
で

潜
水
艦
隊
の
中
心
戦
力
と
し
て
建
造
さ
れ
て
き
た
伊
号
潜
水
艦
に
比
べ
、

基
準
排
水
量
は
四
分
の
一
て
い
ど
の
小
型
艦
で
、
航
続
距
離
も
搭
載
魚
雷

数
も
見
劣
り
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
ぶ
ん
隠
密
性
に
優
れ
、
当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
離
島
防
衛
の
み
な
ら
ず
洋
上
哨
戒
や
敵
地
へ
の
偵
察
行
動
で
は

大
き
な
戦
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。

　
小
型
艦
だ
け
に
建
造
期
間
も
短
く
、
昭
和
17年

９
月
に
一
番
艦
の
呂
号

第
一
〇
〇
潜
水
艦
が
竣
工
し
て
以
来
、
わ
ず
か
一
年
た
ら
ず
の
あ
い
だ
に

18隻
の
同
型
艦
が
竣
工
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
そ
の
小
回
り
の
良
さ
を
生
か
し
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

全
長
 

60.9m
全
幅
 

6.0m
基
準
排
水
量
 

525ト
ン（
水
上
）／
782ト

ン（
水
中
）

主
機
 

艦
本
式
24号

６
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
 ２
基
／
２
軸

出
力
 

1,000馬
力（
水
上
）／
760馬

力（
水
中
）

速
力
 

14.2ノ
ッ
ト（
水
上
）／
8.0ノ

ッ
ト（
水
中
）

兵
装
 

25m
m
 連
装
機
銃
 １
基
 ２
丁

 
53cm

 魚
雷
発
射
管
 ４
門

乗
員
数
 

38名
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カ
タ
リ
ナ
に
よ
る
潜
水
艦
狩
り
は
影
を
潜ひ

そ

め
て
い
る
。

「
米
軍
は
、
哨
戒
艦
狩
り
を
断
念
し
た
の
で
は
？
」

　

と
い
う
の
が
、
洋
上
哨
戒
任
務
の
指
揮
を
執と

る
第
七
潜
水

戦
隊
司
令
部
の
見
解
だ
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

　

大
場
は
、
あ
ら
た
め
て
見
張
員
た
ち
に
命
じ
た
。

「
引
き
続
き
、
見
張
り
を
怠お

こ
たる
な
。
敵
が
ど
う
出
て
来
る
か

は
、
ま
だ
分
か
ら
ん
か
ら
な
」

　

海
軍
第
三
三
一
航
空
隊
の
局
地
戦
闘
機
「
飛
電
」
四
八
機

は
、
硫
黄
島
よ
り
の
方
位
一
七
五
度
、
六
〇
浬
地
点
で
、
北

上
し
て
来
る
Ｂ
17
の
編
隊
を
待
ち
構
え
て
い
た
。

　

高
度
は
、
約
八
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

　

日
米
開
戦
時
に
配
備
さ
れ
て
い
た
飛
電
一
一
型
で
あ
れ
ば
、

三み
つ

菱び
し

「
恒こ

う

星せ
い

」
一
一
型
エ
ン
ジ
ン
が
息
を
つ
き
、
辛
う
じ
て

浮
い
て
い
ら
れ
る
高
度
だ
。

　

だ
が
、
三
三
一
空
に
配
備
さ
れ
た
四
八
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
、

快
調
な
爆
音
を
立
て
て
お
り
、
各
中
隊
毎ご

と

に
緊
密
な
編
隊
を

組
ん
で
い
た
。

　

飛
電
よ
り
少
し
離
れ
た
空
域
に
は
、
第
七
〇
五
航
空
隊
に

所
属
す
る
零れ

い

式し
き

陸り
く

上じ
ょ
う

攻こ
う

撃げ
き

機き

（
零
式
陸
攻
）
八
機
が
展
開

し
て
い
る
。

　

本
来
は
、
敵
艦
隊
へ
の
雷
撃
や
水
平
爆
撃
、
敵
飛
行
場
や

防
御
陣
地
へ
の
攻
撃
を
主
任
務
と
す
る
機
体
だ
が
、
こ
の
日

の
防
空
戦
闘
で
は
、
最
も
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

「
待
つ
だ
け
で
も
難な

ん

行ぎ
ょ
う

苦く

行ぎ
ょ
うだ
」

　

三
三
一
空
の
第
三
中
隊
長
榊

さ
か
き

郁い
く

太た

郎ろ
う

大
尉
は
、
正
面
の

空
を
見み

据す

え
て
呟つ

ぶ
やい
た
。

　

三
三
一
空
の
装
備
機
は
、
飛
電
二
二
型
。

「
恒
星
」
一
一
型
の
改
良
型
で
あ
る
「
恒
星
」
二
二
型
を
搭

載
し
た
機
体
だ
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
基
本
性
能
は
「
恒
星
」
一
一
型
と
同
じ
だ
が
、

航
空
中
央
研
究
所
（
航
空
中
研
）
が
開
発
し
た
排
気
タ
ー
ビ
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ン
過か

給き
ゅ
う

機き

が
取
り
付
け
ら
れ
、
高
高
度
に
お
け
る
性
能
が

向
上
し
て
い
る
。

　

従
来
の
「
飛
電
」
一
一
型
は
、
戦
闘
可
能
な
高
度
は
六
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
が
限
界
と
さ
れ
て
来
た
が
、
二

二
型
は
高
度
九
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
が
っ
て
も
エ
ン
ジ

ン
出
力
が
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

低
下
す
る
程
度
で
あ
り
、
充
分
戦
え
る
こ

と
が
、
試
験
飛
行
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

排
気
タ
ー
ビ
ン
過
給
機
の
搭
載
に
伴
い
、
機
体
は
前
後
に

延
長
さ
れ
、
重
量
も
増
し
た
。

　

飛
電
一
一
型
は
、
全
長
八・
八
メ
ー
ト
ル
、
全
備
重
量
三・

七
ト
ン
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
二
型
は
全
長
九
・
三
メ
ー
ト

ル
、
全
備
重
量
四
ト
ン
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
最
高
速
度
は
六
二
〇
キ
ロ
か
ら
六
〇
〇
キ
ロ

丁ち
ょ
う

度ど

ま
で
低
下
し
、
高
度
五
〇
〇
〇
ま
で
の
到
達
時
間
は
、

四
分
五
〇
秒
か
ら
五
分
一
〇
秒
と
な
っ
た
。

　

だ
が
、
高
高
度
に
お
け
る
飛
行
性
能
の
確
保
は
、
そ
れ
ら

の
欠
点
を
補

お
ぎ
な

っ
て
余
り
あ
る
。

　

陸
軍
は
、
海
軍
よ
り
も
一
足
早
く
、
高
高
度
で
の
戦
闘
が

可
能
な
三
式
戦
闘
機
「
飛ひ

燕え
ん

」
を
配
備
し
た
が
、
海
軍
も
よ

う
や
く
高
高
度
に
対
応
し
た
戦
闘
機
を
手
に
入
れ
た
の
だ
。

　

た
だ
し
、
搭
乗
員
た
ち
は
厳
し
い
戦
い
を
強し

い
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

高
高
度
で
は
、
気
温
が
大
幅
に
低
下
し
、
空
気
も
薄
く
な

る
。

　

搭
乗
員
は
Ｂ
17
と
戦
う
前
に
、
極ご

く

寒か
ん

や
酸
素
不
足
に
伴
う

思
考
力
の
低
下
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

三
三
一
空
の
飛
電
搭
乗
員
と
、
七
〇
五
空
の
陸
攻
搭
乗
員

は
、
全
員
が
電
熱
服
を
着
込
み
、
酸
素
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
る
が
、
こ
れ
で
も
充
分
と
は
言
え
な
い
。

　

電
熱
服
は
重
く
、
か
さ
ば
る
た
め
、
た
だ
で
さ
え
狭
い
飛

電
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
が
、
更さ

ら

に
狭
く
感
じ
ら
れ
る
。
小
さ
な
箱

の
中
に
、
無
理
矢
理
押
し
込
ま
れ
た
よ
う
な
心
地
だ
。

　

だ
が
、
高
高
度
で
戦
え
る
機
体
が
他
に
な
い
以
上
、
止や

む

を
得え

な
い
。

　

航
空
中
央
研
究
所
で
は
、
飛
電
二
二
型
以
上
に
高
高
度
で

の
戦
闘
に
適
し
た
新
型
局
戦
を
開
発
し
て
お
り
、
来
年
夏
頃
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ま
で
に
は
実
用
化
で
き
る
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
飛
電
二
二
型
で
凌し

の

ぐ
以
外
に
な
い
。

　

―
排
気
タ
ー
ビ
ン
過
給
機
付
き
の
恒
星
エ
ン
ジ
ン
は
、

爆
音
を
轟と

ど
ろか
せ
て
お
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
は
高
空
の
冷
え
切
っ
た

大
気
を
か
き
回
し
て
い
る
。

　

現
在
、
外
気
温
は
零れ

い

下か

三
九
度
。
亜
熱
帯
圏
と
は
思
え
ぬ

低
温
だ
。

　

榊
の
故
郷
は
長な

が

野の

県
の
安あ

曇づ
み

野の

だ
が
、
厳
寒
期
の
日
本
ア

ル
プ
ス
で
も
、
こ
こ
ま
で
気
温
が
下
が
る
こ
と
は
滅
多
に
な

い
。

　

電
熱
服
を
着
込
ん
で
い
て
も
、
寒
さ
は
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
来
る
。

「
来
る
な
ら
早
く
来
い
」

　

空
の
彼か

な
た方
に
向
か
っ
て
、
榊
は
呼
び
か
け
た
。

　

戦
闘
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
他
の
こ
と
は
気
に
な
ら
な

く
な
る
。
寒
か
ろ
う
が
、
暑
か
ろ
う
が
、
目
の
前
の
敵
機
を

墜
と
す
こ
と
に
、
全
神
経
が
集
中
す
る
。

　

そ
の
時
が
、
一
分
で
も
一
秒
で
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
、

榊
は
飛
電
を
操あ

や
つり
な
が
ら
願
っ
て
い
た
。

　

待
つ
こ
と
し
ば
し
、

「
来
た
！
」

　

榊
は
小
さ
な
叫
び
声
を
漏も

ら
し
た
。

　

蒼そ
う

空く
う

の
彼
方
に
、
多
数
の
黒
点
が
見
え
て
い
る
。

　

一
つ
一
つ
が
左
右
に
広
が
り
、
航
空
機
の
形
を
整
え
る
。

　

哨
戒
中
の
潜
水
艦
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
Ｂ
17
―
「
空そ

ら

の

要よ
う

塞さ
い

」
の
編
隊
に
間
違
い
な
い
。

　

梯
団
は
四
隊
。
い
ず
れ
も
機
体
同
士
の
間
隔
を
詰
め
、
緊

密
な
編
隊
を
作
っ
て
い
る
。

　

旋
回
機
銃
座
に
よ
る
相
互
支
援
を
、
行
い
や
す
い
隊
形
だ
。

飛
電
一
機
が
攻
撃
で
き
る
の
は
一
機
だ
け
だ
が
、
敵
は
複
数

の
機
体
が
同
時
に
銃
火
を
浴
び
せ
て
来
る
。

　

榊
は
巡
航
速
度
を
保
っ
た
ま
ま
、
次
第
に
接
近
し
て
来
る

Ｂ
17
の
編
隊
を
見
据
え
た
。

　

飛
電
隊
よ
り
先
に
、
陸
攻
隊
が
動
い
た
。

　

旋
回
待
機
し
て
い
る
飛
電
を
尻し

り

目め

に
、
敵
編
隊
と
の
距
離

を
詰
め
て
行
く
。



全長 9.3m
翼幅 10.5m
全備重量 4,000kg
発動機 三菱 「恒星」 二二型 1,700馬力
最大速度 600km/時
航続距離 1,073km
兵装 20mm 機関銃×４丁
乗員数 １名

日本海軍 二式局地戦闘機 飛電二二型

　主力戦闘機「飛電」の恒星発動機に排気タービン過給機を追加し、高
高度性能を飛躍的に向上させたモデル。もともと「飛電」は対爆撃機邀
撃用として開発され、上昇力と火力を重視した設計となっていたが、高
高度域での運動性は不十分だった。
　本型は機体重量が増加したことによる最大速度の低下など、いくつか
の欠点は生じたものの、全般的な評価は高く、敵重爆撃隊への新たな戦
力として重要な役割を担っている。
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Ｂ
17
群
と
は
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
度
差
が
あ
る
。

敵
編
隊
の
頭
上
を
、
反は

ん

航こ
う

す
る
格か

っ

好こ
う

だ
。

　

榊
の
目
に
は
、
か
な
り
危
な
い
飛
び
方
に
見
え
る
。

　

零
式
陸
攻
に
と
っ
て
は
、
実
用
上
昇
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
飛

行
高
度
だ
。

　

操そ
う

縦じ
ゅ
う

桿か
ん

の
操
作
を
僅
か
に
し
く
じ
っ
た
だ
け
で
、
高
度

は
大
幅
に
下
が
っ
て
し
ま
う
。

　

Ｂ
17
群
の
近
く
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
多
数

の
敵
機
か
ら
銃
火
を
浴
び
せ
ら
れ
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
墜

と
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
八
機
の
陸
攻
は
、
姿
勢
を
崩く

ず

す
こ
と
も
、
高

度
を
下
げ
る
こ
と
も
な
く
、
Ｂ
17
群
に
接
近
し
た
。

　

Ｂ
17
側
か
ら
の
発
砲
は
な
い
。

　

下
か
ら
上
に
機
銃
を
放
っ
て
も
、
弾
丸
の
威
力
が
減げ

ん

殺さ
い

さ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
た
か
だ
か
八
機
の
零
式
陸

攻
に
は
、
脅

き
ょ
う

威い

を
感
じ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

榊
の
目
に
は
、
零
式
陸
攻
と
Ｂ
17
は
互
い
に
一
発
も
撃
ち

合
う
こ
と
の
な
い
ま
ま
す
れ
違
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

　

直
後
、
敵
編
隊
の
只
中
で
異
変
が
起
き
た
。

　

巨
大
な
火か

焔え
ん

が
湧わ

き
出
し
、
無
数
の
火
の
粉
が
飛
び
散
っ

た
の
だ
。

　

緊
密
に
組
ま
れ
て
い
た
編
隊
形
が
、
一
瞬
で
崩
れ
た
。

　

至
近
距
離
で
爆
発
を
受
け
た
の
か
、
機
首
を
大
き
く
破
壊

さ
れ
た
機
体
や
、
片
方
の
主
翼
が
炎
に
包
ま
れ
た
機
体
が
、

真ま

っ
逆さ

か

さ
ま
に
墜
ち
て
ゆ
く
。

　

距
離
を
詰
め
て
い
た
こ
と
が
災わ

ざ
わい
し
、
爆
風
に
大
き
く
煽あ

お

ら
れ
、
僚

り
ょ
う

機き

に
衝
突
す
る
Ｂ
17
も
あ
る
。

　

二
機
の
Ｂ
17
は
、
互
い
に
も
つ
れ
合
う
よ
う
に
し
な
が
ら
、

雲
の
下
に
姿
を
消
す
。

　

エ
ン
ジ
ン
に
被
弾
し
た
の
か
、
黒
煙
を
噴
き
出
し
な
が
ら

高
度
を
落
と
す
機
体
や
、
操
縦
系
統
に
損
傷
を
受
け
た
の
か
、

大
き
く
よ
ろ
め
く
機
体
も
あ
る
。

　

被
弾
を
免ま

ぬ
かれ
た
機
体
も
、
元
の
隊
形
を
保
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

梯
団
四
隊
の
う
ち
三
隊
が
、
四し

分ぶ
ん

五ご

裂れ
つ

に
な
っ
て
い
る
。

「
高た

か

梨な
し

一
番
よ
り
全
機
へ
。
か
か
れ
！
」
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こ
の
瞬
間
を
待
っ
て
い
た
―
そ
の
感
情
を
露あ

ら

わ
に
し
た

三
三
一
空
飛
行
隊
長
高
梨
勇い

さ
む

少
佐
の
命
令
が
、
無
線
電
話

機
の
レ
シ
ー
バ
ー
に
響ひ

び

い
た
。

「
三
中
隊
、
続
け
！
」

　

榊
は
無
線
電
話
機
の
マ
イ
ク
に
怒ど

鳴な

る
と
、
エ
ン
ジ
ン
・

ス
ロ
ッ
ト
ル
を
フ
ル
に
開
い
た
。

　

三
菱
「
恒
星
」
二
二
型
エ
ン
ジ
ン
の
力
強
い
咆ほ

う

哮こ
う

と
同
時

に
、
巡
航
速
度
で
飛
行
し
て
い
た
機
体
が
加
速
さ
れ
た
。

　

榊
の
三
中
隊
だ
け
で
は
な
い
。

　

四
八
機
の
飛
電
が
一
斉
に
散
開
し
、
編
隊
形
を
崩
さ
れ
た

Ｂ
17
に
、
思
い
思
い
の
方
向
か
ら
突
進
す
る
。

　

攻
撃
を
開
始
し
た
の
は
、
飛
電
だ
け
で
は
な
い
。

　

飛
電
隊
よ
り
も
下
方
―
高
度
六
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後

の
空
域
で
旋
回
待
機
し
て
い
た
双
発
戦
闘
機
「
月
光
」
の
編

隊
も
、
高
度
を
落
と
し
た
Ｂ
17
に
三
七
ミ
リ
斜な

な

め
銃じ

ゅ
うの
一
撃

を
叩
き
込
む
べ
く
、
突
撃
を
開
始
し
て
い
る
。

「
第
一
段
階
は
成
功
だ
」

　

飛
電
を
操
り
、
Ｂ
17
に
突
進
し
な
が
ら
、
榊
は
呟
い
た
。

　

零
式
陸
攻
が
Ｂ
17
編
隊
の
頭
上
か
ら
投
下
し
た
の
は
、
三

式
航
空
爆
弾
。

　

対
空
・
対
地
射
撃
用
の
三
式
弾
を
、
航
空
機
投
下
用
に
改

造
し
た
も
の
だ
。
長な

が

門と

型
戦
艦
の
四
〇
セ
ン
チ
砲
弾
を
元
に

し
た
も
の
と
、
伊い

勢せ

型
戦
艦
や
金こ

ん

剛ご
う

型
戦
艦
の
三
六
セ
ン
チ

砲
弾
を
元
に
し
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。

　

零
式
陸
攻
が
投
下
し
た
の
は
、
四
〇
セ
ン
チ
砲
弾
を
元
に

し
た
も
の
で
、
危き

害が
い

直
径
四
六
二
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
、

焼し
ょ
う

夷い

榴り
ゅ
う

散さ
ん

弾だ
ん

約
七
〇
〇
発
、
弾
片
約
一
三
〇
〇
発
を
飛
散

さ
せ
る
。

　

小
笠
原
諸
島
方
面
の
航
空
作
戦
を
担
当
す
る
第
一
二
航
空

艦
隊
は
、
緊
密
な
編
隊
形
を
組
む
Ｂ
17
の
頭
上
か
ら
三
式
航

空
爆
弾
を
投
下
す
れ
ば
、
編
隊
を
ば
ら
ば
ら
に
で
き
る
と
睨に

ら

ん
だ
の
だ
。

　

そ
の
狙ね

ら

い
は
図ず

に
当
た
っ
た
。

　

今
の
一
撃
で
何
機
も
の
Ｂ
17
が
墜
落
し
、
編
隊
も
大
き
く

崩
れ
て
い
る
。
旋
回
機
銃
に
よ
る
相
互
支
援
な
ど
、
到と

う

底て
い

望

め
な
い
状
態
だ
。
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後
は
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
Ｂ
17
を
片
端
か
ら
叩
き
墜
と

す
だ
け
だ
。

　

榊
は
Ｂ
17
の
第
二
梯
団
を
目
標
に
、
第
三
中
隊
の
飛
電
七

機
を
誘
導
し
た
。

　

村む
ら

中な
か

修お
さ
む

飛
行
兵
曹
長
が
率ひ

き

い
る
第
二
小
隊
が
左
に
旋
回

し
、
榊
が
直じ

き

率そ
つ

す
る
第
一
小
隊
と
分
か
れ
る
。
Ｂ
17
一
機
に

対
し
、
四
機
で
か
か
る
態
勢
だ
。

　

一
機
の
Ｂ
17
が
、
目
の
前
に
迫
っ
て
来
た
。

　

左
主
翼
の
二
番
エ
ン
ジ
ン
か
ら
黒
煙
を
引
き
ず
り
、
機
首

を
前
方
に
傾
け
て
い
る
。

　

高
度
が
下
が
れ
ば
、
月
光
の
大
口
径
機
銃
の
餌え

食じ
き

に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
現
高
度
を
維
持
し
よ
う
と
必

死
の
よ
う
だ
。

　

Ｂ
17
の
胴
体
上
部
に
閃せ

ん

光こ
う

が
走
っ
た
。

　

一
二
・
七
ミ
リ
機
銃
の
青
白
い
火か

箭せ
ん

が
、
槍や

り

を
突
き
出
す

よ
う
に
伸
び
て
来
た
。

　

こ
れ
は
、
榊
の
飛
電
を
捉
え
る
こ
と
は
な
い
。
敵
弾
は
、

榊
機
か
ら
大
き
く
逸そ

れ
て
い
る
。

　

Ｂ
17
自
体
が
エ
ン
ジ
ン
に
被
弾
し
、
ふ
ら
つ
い
て
い
る
状

態
だ
。
足
場
が
不
安
定
な
状
態
で
機
銃
を
撃
っ
て
も
、
当
た

る
も
の
で
は
な
い
。

　

榊
機
の
照
準
器
が
、
Ｂ
17
を
捉
え
た
。

　

何
基
も
の
旋
回
機
銃
座
を
突
き
出
し
た
、
ご
つ
ご
つ
し
た

機
影
が
、
白
い
環わ

の
中
で
膨ふ

く

れ
上
が
っ
た
。

　

榊
は
、
防
寒
用
の
分
厚
い
手
袋
を
通
し
て
、
発
射
把は

柄へ
い

を

握に
ぎ

っ
た
。

　

飛
電
の
両
翼
に
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めき
、
四
条
の
火
箭
が
噴
き
延

び
た
。

　

Ｂ
17
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
胴
体
上
面
に
か
け
て
、
二
〇
ミ

リ
弾
が
突
き
刺
さ
っ
た
。
火
花
と
共
に
、
黒
い
塵ち

り

の
よ
う
な

破
片
が
飛
び
散
っ
た
。

　

榊
は
速
力
を
落
と
す
こ
と
な
く
、
急
降
下
に
よ
っ
て
離
脱

す
る
。

　

戦
果
を
確
認
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
一
連
射
を
浴
び
せ

た
ら
、
撃
墜
の
有う

無む

に
関
わ
ら
ず
離
脱
す
る
の
が
、
局
地
戦

闘
機
に
よ
る
空
中
戦
の
鉄
則
だ
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




